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5．＜アセットマネジメントの背景＞
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１ アセットマネジメントの定義

水道におけるアセットマネジメント（資産管理）とは、「水道ビジョンに掲げた持続可能

な水道事業を実現するために、中長期的な視点に立ち、水道施設のライフサイクル全体にわ

たって効率的かつ効果的に水道施設を管理運営する体系化された実践活動」を指す。
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２ アセットマネジメントの目的

1) 中長期的な視点を持った水道資産の管理運営が実践されること。

2) アセットマネジメントの実践を通じて、維持管理、計画及び財務等の各担当が、更新投

資の必要性や財源確保について共通認識を持つこと。

3) まずできることからアセットマネジメントを実践し、その実践により明らかとなった課

題を解決することにより、資産管理水準の継続的な向上につながること。

4) 財源の裏付けを持った更新需要見通しを作成することで、水道施設への更新投資が着実

に実施されること。

図5-2-1 アセットマネジメントの実施体制

３ アセットマネジメントの実施方法

1) アセットマネジメント（資産管理）の実践に当たっては、診断評価の実施や検討のため

のデータの不足が課題となる。

2) これまで水道事業者等においては、固定資産台帳や施設管理システム（設備管理システ

ム、管路情報管理システム等）を構築する等、一定の施設管理は行ってきている。

3) 中長期的な観点から、水道施設に係る更新需要の見通し及び当該更新需要に対する財政

収支見通しを把握すること、すなわちマクロマネジメントを実施することを当面の目標

としている。
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図5-3-1 アセットマネジメントの実践方法

４ アセットマネジメントの実施

1) マクロマネジメントの実施に当たっては、まず、現状の基礎データ等の整備状況や実施

体制といった資産管理水準を自己評価し、検討手法を選定する。

図5-4-1 更新需要の検討手法に関する自己診断
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図5-4-2 財政収支見通しの検討手法に関する自己診断

2) 検討事例（第Ⅲ編）を参考とし、記入様式（第Ⅳ編）を活用しながら、更新需

要と財政収支の見通しを検討する。

図5-4-3 検討手法のタイプと検討事例の関係
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3) マクロマネジメントの検討成果を基に、地域水道ビジョン等の計画作成や広域化等の運

営基盤強化に向けた検討などへの活用も視野に入れ、アセットマネジメントの問題点・

課題や対応方針を検討・整理する。

4) マクロマネジメントの検討結果を踏まえて、現状における資産管理水準を自己採点し、

更新需要見通し及び財政収支見通しの検討方法等について改善すべき事項を見出す。ま

ずは実施可能な手法で実践した上で、必要情報の整備、点検・診断の実施、検討手法の

改善等を図るとともに、事業の進捗や目標の達成度等を内部管理する指標（管理指標）

を検討する。

５ 計画期間

1) アセットマネジメント（マクロマネジメント）では、中長期の更新需要及び財政収支の

見通しの把握が必要であり、本手引きでは、施設の耐用年数や更新財源としての企業債

の償還期間を考慮して、少なくとも30～40 年程度の中長期の見通しについて検討するこ

ととする。

2) 本基本計画の計画期間は平成29年度から平成38年度までの（10年間）とします。

図5-5-1 アセットマネジメントと地域水道ビジョン等の各種計画との関係図


